
担当部課名 関連部課名

安全で快適な魅力あるまちづくり【都市基盤・安全】

消防・救急

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●消防本部・消防団・女性防火クラブ・自主防災会が協力し、火災のない安心して暮らせるまちをつくっています。

●市民・救急隊・医師との万全の連携により、救命率の高いまちになっています。

●消防力・救助体制の強化により、災害による被害を最小化できるまちになっています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　防火思想の普及

2　救急体制の充実強化

3　消防力の充実強化

4　救助体制の充実強化

5　広域連携の強化

消防救急情報システム保守
消防通信指令事務協議会負担金

愛知県内広域消防相互応援
東三河地区消防相互応援

救助隊員育成（救助科） 研修参加　１名 研修参加　１名

項目 平成25年度実績 平成26年度実績

防災協定の締結
愛知県内広域消防相互応援
東三河地区消防相互応援

緊急通報装置等受信事業
消防救急情報システム保守
消防通信指令事務協議会負担金

消防救急情報システム保守
消防通信指令事務協議会負担金

新規更新　   130本

救急救命士養成 2名派遣 2名派遣

257,039千円 33,586千円

平成25年度実績 平成26年度実績

消防訓練　　 　   435件
要法令訓練 　 1,064件

消防訓練　　 　   550件
要法令訓練 　 1,080件

火災に強い魅力あるまちづくりを目指して、防火指導の強化、住民・企業と連携した防火訓練の実施、消防関連施設・
設備の充実等を行います。また救急体制の強化を目的とし、救急知識・技術普及のための講習会実施、救急救命士
の新規養成、消防緊急情報システム整備等の取組を推進します。

消防訓練　　 　   424件
要法令訓練 　 1,010件

項目 平成25年度実績 平成26年度実績

イベント・訓練等実施　  13回 イベント・訓練等実施　  21回 イベント・訓練等実施　  22回

街頭消火器の充実 新規更新　   130本

消防本部

基本目標

施策名

施策評価シート（平成27年度評価実施）

項目

平成27年度計画

新規更新　   130本

平成27年度計画

防火思想の普及・指導事業

女性防火クラブの活動充実

2名派遣

救急車両整備 高規格救急車新規導入

救急救命講習
参加人数       3,880人
実施回数　　     116件

参加人数       4,087人
実施回数　       127件

参加人数       4,000人
実施回数    　   100件

― ―

平成26年度実績 平成27年度計画

消防施設整備管理事業 178,407千円

項目 平成25年度実績

平成27年度計画

5,941千円 5,535千円 7,707千円防災関連事業

愛知県内広域消防相互応援
東三河地区消防相互応援

項目 平成25年度実績 平成26年度実績 平成27年度計画

研修参加　１名



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

◆今後の方針
施
策
の
課
題

今
後
の
施
策
展
開

50%

実績値 42.0% 40.9%

指標名 区分 平成25年度 平成26年度

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

コメント

  年々増大する救急出動、複雑・多様化する災害、需要の高まる予防業務など課
題は多いが、市民の理解に支えられておおむね計画通りに進行している。職員
も、消防救急訓練、研修の強化などにより、実力アップしていると感じている。
   今後も、財政の効率化に留意しつつ、計画的に設備、車両等の充実に取り組み
たい。さらに、大災害時への対応として、消防団組織の強化、自主防災活動の活
性化、女性防火クラブ、危険物安全協会、各事業所等との連携など、市民との関
係強化に取り組んで行きたい。

防火思想の普及・指導事業
目標値

平成27年度 将来目標

消防施設整備管理事業
目標値 300円 300円 300円 300円

実績値 2,128円 3,062円

平成34年度

平成34年度

60円 60円

平成34年度

50%

防災関連事業 総事業費（防災施設整備・防災施設管理・防災活動・防災訓練）／人口（外国人登録含む）

防災関連事業
目標値 60円 60円

実績値 71円 66円

Ａ：現状のままでよい。

コメント

50%50%

車両整備については概ね計画通り進められている。また施設整備については、市全体での公共施設を含め
た優先順位があるため市当局との調整の上で進めていくものである。また火災予防については、年々訓練
回数も増加し、順調に普及・指導活動も行われている。引き続き実践的で効果のある訓練・指導を実施して
いくものである。

消防車両整備については、実際の運用を考慮にいれた車両整備計画を立案しなければならない。
消防施設整備については、多額な費用が必要となるため市の財政状況を踏まえた上で、経済的・効率
的な整備計画を検討しなければならない。

指標名 説明・考え方

消防施設整備管理事業 総事業費（消防車両整備・消防車両維持・消防施設整備・消防施設維持）／人口（外国人登録含む）

立案した施策については、おおむね策定した計画に基づいた効率的な施策展開を行って
いると思われる。しかしながら当面、財政面等において厳しいことが想定されるため、さらに
効率化を図るため計画の一部修正が必要と思われる。

施策の
進捗状況

防火思想の普及・指導事業 消防訓練届出÷要法令訓練件数×100

部長評価

市内各所にある消防施設は防災拠点の要として、地域の安全確保には必要不可欠なものである。しかし
ながら市の財政状況を踏まえ、より効率的な施設整備を実施していく必要がある。また火災予防につい
ては、防災訓練・講習会等を実施し、あらゆる災害において迅速・的確な行動ができるよう今後も指導し
ていくものである。

課長評価

構成事業の
進捗状況

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策の
進め方


